
OVF ファイルの使用

この章は、次の内容で構成されています。

• OVF ファイルの操作, 1 ページ

• 外部ストレージのマウント ポイントの設定, 2 ページ

• ストレージ アプリケーション設定へのアクセス, 3 ページ

• OVF ファイルのアップロード, 3 ページ

• OVF ファイルの導入, 4 ページ

• OVF ファイルの削除, 5 ページ

• OVF ファイルの制限事項, 6 ページ

OVF ファイルの操作
管理者、グループ管理者、またはエンド ユーザは、以前に導入先として設定したストレージ ロ

ケーションに、Open Virtualization Format（OVF）ファイル（zip と jar 形式の両方で）をアップロー

ドすることができます。

全体的なプロセスは、次のとおりです。

ステップ 1 ストレージ アプライアンスの設定

ステップ 2 OVF ファイルのアップロード

ステップ 3 OVF ファイルの導入
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外部ストレージのマウントポイントの設定

デフォルトでは、アプライアンス ストレージ ロケーションは、ローカル ストレージ ロケー

ション（/opt/infra/upload/external/public/*）に設定されます。

（注）

ステップ 1 メニュー バーで、[管理] > [統合] > [アプライアンスのストレージ]タブを選択します。

ステップ 2 [アプライアンスのストレージ] ウィンドウで、[テンプレートのストレージ] をクリックします。

ステップ 3 [マウントポイントの編集] アイコンをクリックします。

ステップ 4 [NFSマウント設定の編集] ダイアログボックスで、[外部マウントの有効化] チェックボックスをオンにし

て、外部マウント ポイントを設定します。

ステップ 5 [NFSマウント設定の編集] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

オンに設定すると、外部マウントが有効になりま

す。

[外部マウントの有効化] チェックボックス

NFS サーバの IP アドレス。 管理者は、NetApp Filer
上の NFS 共有または Network File System（NFS）

サーバをストレージとして作成できます。 エンド

ユーザがアップロードする OVF ファイルは、管理

者が設定したロケーションに保存されます。

[NFSサーバIPアドレス]

フィールド

/vol/ovfuploadなどのNFSサーバパス/共有ディ

レクトリ。

[NFSサーバパス]

フィールド

ステップ 6 [送信] をクリックします。

次の作業

管理者とエンド ユーザは OVF ファイルをアップロードできます。
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ストレージアプリケーション設定へのアクセス
アップロードされたファイルは、Cisco UCS Director アプライアンスにローカルに保存できます。

メニュー バーで、[管理] > [統合] > [アプライアンスのストレージ] タブを選択します。

このウィンドウで、既存の外部ストレージ ロケーションを表示できます。

OVF ファイルのアップロード
Cisco UCS Director の場合、管理者、グループ管理者、またはエンド ユーザは、OVF ファイル（zip
および jar 形式）を事前に定義されたストレージ ロケーションにアップロードして、これらをグ

ループまたは顧客組織に導入することができます。

グループ管理者とエンド ユーザは、OVF ファイルのアップロードと導入の権限を持った唯一

のユーザ タイプです。

（注）

はじめる前に

適切なアクセス権限を持っていることを確認します。

ステップ 1 メニュー バーで [管理] タブを選択します。

ステップ 2 [ファイルのアップロード] タブをクリックします。

ステップ 3 [ファイルのアップロード] をクリックします。

ステップ 4 [ファイルのアップロード] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

OVF ファイルを保存するフォルダのタイプ。 次のいずれかを選択しま

す。

• [パブリック]：このロールを選択します。

• [ユーザ]：エンド ユーザである場合、このロールを選択します。

エンド ユーザには、多くの権限は与えられません。 ユーザ ロール

は、第1レベルのサポートに最適であり、問題の識別、修復、およ

びエスカレーションが主要な目的です。

• [グループ]：このロールは OVF ファイルを導入できます。

[フォルダタイプ]ドロップダウ

ン リスト
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説明名前

アップロードして表示する OVF ファイルの名前。[ファイル名] フィールド

参照して、目的のファイルを選択します。 [ファイルのアップロード]確

認ダイアログボックスが表示されたら、[OK] をクリックします。

zip および jar 形式の OVF ファイルのみをストレージ ロケー

ションにアップロードできます。 1.6 GB よりも大きいファイ

ルはサポートされません。

（注）

[アップロードするファイルの

選択] フィールド

ファイルの説明（必要な場合）。[ファイルの説明] フィールド

ステップ 5 [送信] をクリックします。

ステップ 6 [送信の結果 - アップロードが正常に完了しました] ダイアログボックスが表示されたら、[OK] をクリック

します。 [ファイルのアップロード] タブの下に、アップロードされたファイルが表示されます。

次の作業

OVF ファイルを導入します。

OVF ファイルの導入
管理者である場合、グループの仮想データセンター（vDC）を選択することでOVFファイルをグ

ループに導入する権限が与えられています。 OVF ファイルを vDC に導入すると、これらのファ

イルは自動的に zip から展開され、VM は vDC と関連付けられた VMware クラウドに導入されま

す。

ステップ 1 [管理] > [統合] > [ファイルのアップロード] タブを選択します。

ステップ 2 [OVFの導入] タブを選択します。

ステップ 3 [OVFの導入] ウィンドウで、以下の処理を行います。

説明名前

vDC を選択します。

グループ管理者とエンド ユーザは、グ

ループに関連付けられた vDC のみを表示

できます。

（注）

[vDCの選択] ドロップダウン リスト

選択された OVF ファイルのファイル ロケーショ

ン。

[OVF URL] フィールド

   Cisco UCS Director OVF ファイルアップロードガイド、リリース 4.0
4

OVF ファイルの使用
OVF ファイルの導入



説明名前

VM の名前。 VM 名を入力しない場合、デフォルト

の名前が自動的に提供されます。

[VM名] フィールド

OVF ユーザ名。[ユーザ名] フィールド

OVF ファイルのパスワード。[パスワード] フィールド

VMにプロビジョニングするタイミング。 [現在]ま

たは [あとで] を選択します。

[プロビジョニング] フィールド

VMの電源を自動的にオフにするための日数または

時間数。

[次の期間後にVMの電源をオフにする:]フィールド

VM を自動的に削除するまで待つ日数。[日数] フィールド

VMを自動的に削除するまで待つ時間数を入力しま

す。指定された日数および時間数の後、VMは削除

されます。

[時間] フィールド

ステップ 4 [送信] をクリックします。

OVF ファイルの導入後、導入された OVF のステータス表示を求めるサービス リクエストが作成されま

す。 詳細については、「サービス リクエストの表示」トピックを参照してください。

OVF ファイルの削除
管理者である場合、ストレージ エリアにあるファイルを削除できます。

はじめる前に

ファイルを Cisco UCS Director アプライアンスから削除するには、適切な権限を取得する必要があ

ります。 サービス エンド ユーザとグループ管理者は、OVF ファイルを削除する権限を与えられ

ています。

ステップ 1 [管理] > [統合] > [ファイルのアップロード] を選択します。

ステップ 2 ファイルを選択して、[ファイルの削除] をクリックします。
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[ファイルの削除] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [送信] をクリックします。

OVF ファイルの制限事項

OVF ファイルのアップロードの制限事項

現在の OVF ファイルのアップロードは次のように制限されています。

• 複数のNICを使用して、OVFファイルからVMをプロビジョニングすることはできません。

VM はプライマリ vNIC のみを考慮してプロビジョニングされます。

• OVF ファイルからプロビジョニングされた VM の場合、カスタムでサイズ（CPU、メモリ、

およびディスク）を調整することができません。

• OVF VM からプロビジョニングされた VM の場合、マルチディスク プロビジョニングはサ

ポートされません。

• OVF ファイル アップロード機能ファイルは、1.6 GB よりも大きなファイル サイズをサポー

トしません。

   Cisco UCS Director OVF ファイルアップロードガイド、リリース 4.0
6

OVF ファイルの使用
OVF ファイルの制限事項


	OVF ファイルの使用
	OVF ファイルの操作
	外部ストレージのマウント ポイントの設定
	ストレージ アプリケーション設定へのアクセス
	OVF ファイルのアップロード
	OVF ファイルの導入
	OVF ファイルの削除
	OVF ファイルの制限事項


